
平成30年４月策定
令和５年６月改訂

和歌山県教育委員会

●オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会における本県関係者の出場者数
　　【2016(平成28)年】９名 【2021(令和３)年】13名→→→→→【2024(令和６)年】15名以上

●国民体育大会での男女総合順位
　　【2017(平成29)年】26位 【2022(令和４)年】39位 →→→→【2027(令和９)年】20位台

●全国高等学校総合体育大会での入賞種目数
　　【2017(平成29)年】39種目 【2022(令和４)年】37種目 →→→【2027(令和９)年】50種目

●成人の週１回以上のスポーツ実施率
　　【2016(平成28)年】46.0％ 【2022(令和４)年】54.5％→→→→【2027(令和９)年】70.0％

概要版

豊かなスポーツライフの
質の向上に向けて

和歌山県
スポーツ推進計画

―和歌山県生涯スポーツ社会づくりプランⅡ―

和歌山県スポーツ推進計画の全文は、スポーツ課のホームページに掲載しています。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/kyouiku/soshiki/500400/index.html

●国内外ナショナルチーム等のキャンプ年間誘致数
　　【2016(平成28)年】５件 【2022(令和４)年】８件 →→→→→【2027(令和９)年】15件

●「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における順位
　小学校５年生男子・女子
　　【2017(平成29)年】12位・12位 【2022(令和４)年】18位・22位→→【2027(令和９)年】10位以内
　中学校２年生男子・女子
　　【2017(平成29)年】33位・29位 【2022(令和４)年】27位・28位→→【2027(令和９)年】10位以内 

和歌山県教育庁生涯学習局スポーツ課
〒640-8585　和歌山市小松原通一丁目１番地
TEL：073-441-3690　FAX：073-423-1660

本計画の指標本計画の指標

Uni-Voice
「音声コード Uni-Voice」

専用読み取り装置やスマホ
アプリを利用して、情報を
音声で聞くことができます。



○　スポーツは、現代社会において人々が、心身ともに健康で文化的な生活を営む上で
不可欠なものであり、スポーツに対する期待は、これまで以上に大きくなっています。

○　県においては、2015（平成27）年に開催した「紀の国わかやま国体」で男女総合優
勝、「紀の国わかやま大会」で過去最高となる127個のメダルを獲得するなど、素晴ら
しい競技成績を収めるとともに、県民の多大な支援・協力を得て、両大会を成功裏に
終えることができました。

○　こうした中、本県のスポーツを更に推進するにあたり、スポーツを通じてめざす社会
とそれを実現するための基本方針や具体的な方策を示した「和歌山県スポーツ推進
計画」を今般、新たに策定しました。

計画策定の趣旨計画策定の趣旨

○　スポーツ基本法の規定に基づく、和歌山県長期総合計画及び和歌山県教育振興基
本計画並びに従前の和歌山県スポーツ振興基本計画を踏まえたスポーツ推進に関
する施策の基本的方向と具体的方策を明らかにした計画です。

○　紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会の開催によって培われた人材、組織、施
設等を最大限に有効活用し、県民のスポーツへの興味・関心を更に高め、スポーツの
日常化につなぐことに力点を置いた計画です。

計画の性格計画の性格

　全ての県民一人一人が、それぞれのライフステージにおいて、関心・適性等に応じ、自
主的・自発的にスポーツとふれあい、日常的にスポーツに親しむ、楽しむ、支えるなど
の活動を通じて、生涯にわたり生活の質の向上が図れる社会の実現をめざします。

基本方針 政策目標 具体的な方策

学校と地域におけ
る子供のスポーツ
環境の充実

幼少期から、子供の運動
への興味・関心を高める
とともに、生涯にわたっ
て運動に親しむ資質や
能力を育み、豊かなス
ポーツライフを実現する
基礎づくりを行います。

幼児期における運動遊びに
関する指導の充実

学校における体育活動に関
する指導の充実

子供を取り巻く社会のス
ポーツ環境の充実

世界の舞台で活
躍できる競技者
の発掘・育成・強
化

紀の国わかやま国体な
どで活躍した競技者を
優秀な指導者として育成
し、次世代のトップアス
リートを輩出していくと
いう好循環を生み出し、
競技力の向上と競技人
口の拡大を図ります。

ジュニア期からの一貫した
強化体制の確立

スポーツ指導者の発掘・養成と活用

高度なスポーツ医・科学分
野の支援

アンチ・ドーピング活動の推進

スポーツ界のガバナンスの強化

全国大会・国際大
会の開催及び国
際競技大会等に
係るキャンプの誘
致による県民のス
ポーツに対する意
識や関心の向上
と県内各地域の
活性化

トップレベルのスポーツ
に身近に触れられる機
会をより多く創出するこ
とで県民のスポーツに対
する意識や関心を一層
高めるとともに、スポー
ツによる地域の活性化
につなげます。

トップレベルの競技スポー
ツを身近で観戦したり応援
したりする機会の充実

国際競技大会等のキャンプ
候補地としての効果的なア
ピールとさらなる優位性の
向上

県民の誰もが、「する」「み
る」「ささえる」スポーツの
価値を享受し、それぞれ
の体力、年齢、技能、興味
及び目的に応じて、いつ
でも、どこでも、いつまで
も、「ともに」スポーツに
親しむことができる環境
づくりを推進します。

スポーツに親しむことがで
きる環境整備の推進

総合型地域スポーツクラブ
の育成・支援

スポーツ指導者の育成・支援

ライフステージに
応じたスポーツ活
動の推進

和歌山県スポーツ推進計画について

本計画がめざす社会本計画がめざす社会

○　本計画の期間は2018(平成30)年度から概ね10年間とします。なお、国のスポーツ
基本計画や和歌山県教育振興基本計画の新たな策定状況、計画期間中における成果
や課題、社会情勢の変化などを検証した上での計画改訂とします。

計画の期間計画の期間
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